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前報3）で，加工用無支柱トマト栽培の生産安定

を図るには茎葉の過繁茂を抑えることが重要で

あり，そのためには窒素施用量を支柱栽培より

も著しく減量すべきヂあることを報告したoし

かし，施肥量の調節のみでは茎葉の過繁茂を回

避することがヂきないので，支柱栽培と同時期

に行なっ，てきたは種期を遅らせて栄養生長を抑

制することが，過繁茂対策として期待されるも

のと考えられたo

　無支柱トマト栽培のは種期については梅雨時

のエキ病対策1）育苗の簡易化2）などから早まきの

必要はないとされてきたが，高温・多雨の栽培

条件下における茎葉の過繁茂対策を目的とした

は種期については報告が少ないの肇，は種期が

生育と結実・収量におよぼす影響を検討するた

めに本試験を行なつたoその結果，本県におけ

るは種適期が明らかになづたので報告する○

　本試験の実施に際し，御指導と校閲を願った

加藤昭佐野分場長，遠藤喜重園芸部長，ならび

に協力を得た大橋敢技師補に感謝の意を表するo

Ⅱ試験方法
　供試品種としてH1370を用い，は種期が生

育と収量におよぼす影響を1966年に，は種期

による主枝・側枝別生育と結実ならぴに支立て

様式との関係を1967年に検討したo

　支立て様式としては標準区に対し，支線区

（株から30cm，高さ30cmに竹を渡す）・あ

げ畦区（畦の高さ約20cm），あげ畦＋支線区

を設け，支線は定植後約40日に行なちたo

　は種期および栽培の耕種，規模は別表のとお

りであり，直注きの4月25日は種はポリマル

チをしてからウイルス防除と幼苗期の生育保護

を目的に，寒冷紗を6月中旬までトンネル状に

被覆したo

　生育調査は1区あたり10株を供試して6月

1日から7月15日まで15日間隔に草丈・株

の開張度および最大側枝長を調査して生育量と

したo収量は1966年が9月19日まで，

1967年が8月30日まで3日間隔に1区あた

りの収穫果数・果重および腐敗果数を調査したo

主枝，側枝別の茎長，着果数，落花（果）数は

3月10日と4月5日は種の5株につき3月

10日は種では7月12～13目，4月5目は種で

は7月21～22日の収穫開始直後に調査したo

　側枝の部位別呼称を主枝第1花房直下の発生

側枝を第1花房下部発生第1側枝，以下2，3，

4・…・・側枝とし，主枝第1花房直上の発生側枝
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一

年次 は　　　種 移　　植 定　植 畦巾・株間 欄巴轟 規　　模

2月25日（電熱） 3月25日（踏こみ床）
　一ノ

5月2日 15α腕・450励

3月10日（”） 4月6日（　”） 5月10日 〃 N　O．8

P　1。8 10．8㎡｝16株

1966年 3月25日（”） 4月15日（冷床） 5月21日 〃

K1．8
堆肥200 2連制

4月10日（冷床）
一 5月25日 〃

4月25日（直まき） 一
〃

1967年
3月10日（電熱） 4月3日 5月10日 〃 揺1：§ a15㎡18株

4月5日（冷床） 一 5月26日 〃 選月戯。
2連制

を第1花房上部発生第1側枝，以下2，3，4

側枝としたo側枝より分枝する亜側枝について

も側枝と同様に呼称したo

皿試験結果

1．は種期と生育

各は種期別の草丈，最大側枝長および株の開

張程度の時期別推移は第1図のとおりであるo

草丈は6月15日までは・は種期の早いほど高

磁　　草　丈
100

50
　　　　びの　ロ　じじ

鋳夕
　　蝿怖／

　　　　最大何枝長 ㎝　開張度
200

　　　　　　諺

　．7
月日丘1　し15　n　τ15 Gl　ε15　巳1　乞15 ε1　615　冗重　η5

第1図　　生育の時期別変化（、1966年）

かつたが・7月1日以降は早まきほど茎葉の倒

伏が早注るために草丈が低くなり，倒伏しなか

っ’た4月25目区は立性を保つて草丈が高かつ

たoしかし，8月上旬以降になると各は種期と

も倒伏して，は種期による草丈の生育差は認め

られなかったo最大側枝長は・は種期の早いほ

ど長く，この傾向は最終調査時まで持続したQ

株の開張度は最大側枝長と全く同様の傾向で推

移した○茎葉の繁茂程度は旺盛な生育を示す早

委きほど著しく，生育調査の結果以上に，は種

期間に差のあることが観察され，この傾向は収

穫盛期注で持続したoなお，4月25日区ヂは

ウイルス病が7月上旬から認められ，1区16

株のうち12～13株に発病した0

2．は種期と収量

　は種期別収量調査の結果は第1表であり，各

は種期の収穫開始は，は種後133日，124日，

123日，116日，107日からで，は種の遅れる

ほど収穫に要する日数は短縮されたo収穫果数

および果重は早まきほど多い傾向を示し，2月

25日区がや、多収であつたoしかし，育苗を

行なづた2月25日～4月10日区の収量差は
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第1表は種期と収量（1966年）

は種期 収穫始 果　数 果　重 1果平均重 腐敗果数 腐敗果率

2月25目 7月8日 529
46．6gKg 88．3ノ

189
2臥8％

3月10日 7　12 508 43．63 85．9 185 26．8

3月25日 7　　26 433 38．87 89．8 122 22．1

4月10日 8　　4 432 39．59 91．6 118 20．9

4月25日 8　　10 229 16．76 75．2 99 29．6

比較的少なく，直委きとした4月25日区のみ

がウイルス発病による着果不良で著しく減収し

た01果平均重は3月25日，4月10日区が

や』大果で，4月25日区が小果ヂあつたo腐

敗果は収穫果数と同様に，は種期の早いほど多

発したが・2月25日と3月10目区で多く・

3月25日，4月10日区ヂ少なかbたo腐敗

果率は収穫果数の少ない4月25日区が29．6

％ヂ最も高く，次いヂ2月25日，3月10日

区であったが・4月10日・3月25日区では

低率ヂあることが認められたo

　収穫期間中の収穫果重と腐敗果数を時期別推
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　　　第2図　　時期別収穫果重と腐敗果数（1966年）

移として図示した結果が第2図ヂあり，2月

25日・3月10日・3月25日区では初期収

量が早盛きほどや、多くなる傾向を示す以外は

類似した収量構成ヂ推移し，収穫盛期も8月中～

下旬であったo収穫開始の遅れた3月25日区

は8月上旬からの収量が著しく増加し，8月下

旬に最高収量を示した04月10日区では8月

中旬から多収となり，8月下旬の収量は4月

10日区より早注きとした他のは種期より約

70％多収とな窃た04月25日区も3月25

日，4月10日区と同様に収穫盛期は8月下旬

ヂありたが・収量は著しく低下した09月以降

の収量は各は種期とも少なかったo腐敗果数は

8月上旬盛でをみると収穫果重と同様に早注き
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で多かっ・たが，腐敗果率はかなり低率ヂあつた

のに対し，8月中旬には腐敗果の発生が著しく

なり，9月には収穫果数よりも腐敗果が多くな

づた。は種期と腐敗果の関係は2月25日，3

月10日区で特に多く，この傾向は収穫末期ま

で持続して腐敗果率も著しく高かった0

3．は種期と主枝・側枝の生育および着果

は種期が主枝および側枝部位別の茎長，着果

数，落花保）におよぼす差異を3月10目と

4月5日は種について調査した結果が第2表で

第2表　主枝，側枝の部位別生育と着果（1967年）

｝｝ 3月10日は種 4月5日は種
主　　枝　と

側枝の部位
　　　着果　着果
茎長

着花落花㈱着果
茎長
着果 着果落花落花網着果

数　比率 網数 比率 率 数　比率 網数 比率 率

主 枝
、、野、4，L92

14
＆。野 一5島 98π 、7，瓢7〆

22 z63％434

第1側枝 98　　19　16．23 18 10．40 51．3 73 15　13．88 26 9．02 36．5

第
”2　” 96　　　6　　5．12 15 8．67 28．5 75 7　　6．48 25 8．68 21．8

1 ”3　” 105　　12　10．25 24 13．87 33．3 72 10　　9．25 30 10．41 25．0

花
房
”4　” 87　　12　10．25 20 11．56 37．5 80 7　　6．48 28 9．72 20．0

下 ”5　” 101　　　9　　7169 15 8．67 37．5 86 11　10．18 28 9．72 28．2

部 ”6　” 94　　12　10．25 18 10．40 40．0 68 7　　6．48 23 牝98 23．3

発
生
”7　” 103　　12　10．25 19 10．98 38．7 82 8　　7，40 20 6．94 28．5

”8　” ｝　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　一

一 一 一 63 10　　9．25 24 8．33 29．4

”9　” 一　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　｝

鱒 齢 騨 68 7　　6．48 25 8．68 21．8

計 684　　82 129 667 82 229

一 一 一 一 一 一
（平均） （9ヱ7）（11，7） （1＆4） （74．1） （ゑ1） （2義4）

第1側枝 60　　　4　　3．41 12 6．93 25．0 34 2　　1．85 9 3．12 18．1

第
－
・

”2　” 68　　　9　　7．69 ’0 0 100．0 46 3　　2．77 10 3．47 23．0

花 ”3　” 52　　　3　　2。56 6 3．46 33．0 24 2　　L85 7 2．43 22．2
一
房

上 ”4　” 54　　　5　　4・47 12 6．96 29．4 34 2　　L85 11 3．81 15．3

部
発
一

計 234　　21 30 138 9 37

一 一 『 噛 ｝生 （平均） （58．5）　（5。2） （75） （34．5） （2．2） （9．2）

合 計 1120　　117　100 173 100 一 89．8 108　　100 288 100 一

（平 均） （933）　（97） （14．4）
噛
（40．3） （6生1） （77）　一 （20．5）

一
（2727）

あるo

茎長は主枝が各側枝よりも長く・第1花房下

部発生側枝は上部発生側枝よりも生育が旺盛で

茎長も長かちたが，下部と上部発生側枝内での

部位別生育量の差は少なく，各側枝とも平均し

た生育を示したoは種期別の茎長は4月5日区

で短く，3月10日区に比較して主枝，側枝と

も約20伽以上短かったが，4月5日区では下

部発生側枝数が3月10日区より多かづたo着

果数は3月10日区の場合，下部発生第1側枝，

主枝，下部発生3，4，6，7側枝に多く，総

着果数に対する着果比率がこれらの部位では
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10％以上を示した04月5日区の着果は主枝

下部発生第1側枝で特に多く，次いで下部発生

5，3，8側枝に多かったo主枝汗部発生側枝

一上部発生側枝の平均着果数は3月10日区

の14－11．7－5．2に対し，4月5日区は17－

9．1－2．2で，は種期により着果部位が異なったo

すなわち，主枝および下部第1発生側枝の着果

数および着果率は・は種期の早晩に関係なしに

多く，下部発生側枝も平均した着果を示して，

は種期間の差は少なかったo主枝に対する着果

依存率は4月5日は種で高く，上部発生側枝の

着果は3月10日区に比較して半数以下で少な

かつたo落花（果）数は4月5日区で多く，総

開花数に対する着果率も3月10日区に比較し

て低くなることが認められたo

　主枝および各側枝の着果数を花房別に示した

のが第3図であるが・主枝は4花房まで，下部

発生側枝では3～4花房蓬での着果が多く，5
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　第3図　主枝，側枝の部位別着果数（1967年）

（注）1………■　主枝第1花房…・…・第6花房

　　（1〉……・・OD側枝第1花房・・……・第6花房

　　①…・・…⑨下部発生第1側枝・・……・第9側枝

　　（1》・…一・（4）上部発生第1側枝………第4側枝

　　峠）寺●側枝夢1花房羅難要側枝

～6花房の着果はほとんど認められなかりた0

5花房以上の着果は4月5日区の7果に対して

3月10日区は3果で・4月5日区は上位花房

の着果数が多からた○下部第1側枝の着果数が

多かちたのは，亜側枝の着果が多かつたことに

よるものであったo上部発生側枝では1花房あ

たりの着果が少なく，3月10日区では3花房，

4月5日区では2花房蓬でしか着果が認められ

なかった0

4．は種期と支立て様式
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処理による茎葉の地表面接触程度は支線区で

少なく，あげ畦区では標準区よりも茎葉の接地

面積がや＼拡がると共に，畦が高くなるために

茎葉の倒伏が早蓬るので，各処理区とも茎葉の

繁茂程度は外観上標準区に比較して少ない傾向

を示したo

収量調査の結果は第3表であり，収穫時期別

の果重と腐敗果数は第4図に示したとおりであ

るo収穫果数，果重は両は種期とも標準区で少

なく，支線，あげ畦，あげ畦＋支線の順に多収

第3表　は種期別支立て様式と収量（1967年）

区

3月10日は種 4月　5日は種

　　　　　　1果平　腐敗
果数　果重
　　　　　均重　果数

腐敗

果率

　　　　　1果平　腐敗
果数　果重
　　　　　均重　果数

腐敗

果率

標　　　準

支　　　線

あ　げ　畦

あげ畦＋支線

846鳳4み9α4／295

916　　　96．59　　　105．4　　　　223

960　　104．47　　　108．8　　　　221

1151　　117．13　　　101．7　　　　210

2ε8％

19・6　，

18．7・

15．4

6676＆6轟。2’、、3

671　　　77。01　　114．7　　　　　73

655　　　78．45　　119．7　　　　　60
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第4図　支立て様式と時期別収穫果重，腐敗果数（1967年）

であつたoは種期別では3月10日区で処理間　　月上旬で認められた04月5日区の収量は7月

の収量差が著しく，4月5日区では少なかっ・たo　下旬から漸増し，8月上～中旬の収量は多か

第4図から3月10日区は7月中旬～8月上旬　　たが，処理の効果は8月下旬を除く各時期でや

が多収で，処理による増収効果は7月下旬～8　　＼認められる程度でありた。1果平均重は標準

　　　　　　　　　　　　　　一85一



区が小果で，処理区では大果となり・は種期の

間では4月5日区が3月10日区より大果であ

2たo腐敗果数は収量の多かちた処理区ほど少

なく，腐敗果率も低かつたo腐敗果はエキ病果

が7月上旬に多発した以外は，ナンブ病果が主

体で・は種期による腐敗果の発生は3月10日

区で多く認められたo

w考察
　加工用原料トマトの生産を無支柱栽培で行な

う時は，その生育と収量が降雨量に影響される

ことを前報でも考察したが，本試験の結果から

も栽培期間中の降雨量が無支柱栽培を不安定に

していることが明らかにされたoすなわち，栽

培期間中の降雨量を第5図に示したが，2力年
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下望

とも平年に比較して7月中旬～8月下旬の降雨

量が著しく少なく，無支柱栽培に好適な気象条

件に経過したものと思われるが，1966年は9

月が多雨であり，1967年は茎葉伸長期の6～

7月上旬が比較的多雨であったoこの降雨量と

腐敗果の発生を関連づけると，1966年は収穫

後期の腐敗果数を増加させ，1967年は茎葉を

軟弱徒長させて生育が過繁茂状態となつ）て7月

上旬の腐敗果を増加させたものと思われるo

　このように，無支柱トマト栽培では降雨量の

影響をうけることが多いので，茎葉の過繁茂に

ょる着果不良と腐敗果の発生を少なくする栽培

上の一方策として・は種期と生育・結実の関係

から，は種適期を明らかにするために本試験を

行なつた結果，次のように考察されるo

　は種期の早い場合は遅注きに比較して初期生

育が旺盛となって栄養生長過多となるために，

着果数の増加は期待することができず・むしろ

腐敗果数が多くなって栽培を著しく不安定にす

るのではないかと考えられるo

　は種期の早晩による生育と着果を3月10日

と4月5日は種で比較した結果，遅まきは早ま

きよりも主枝および第1花房下部発生側枝の着

果依存率が高かりた○このことは，亜側枝の生

育が少なくて通風が良く，日照量不足による障

害も比較的少なくなる結果と思われるoその結

果，側枝上位花房の着果を容易にして着果の分

散が行なわれるので，1果重が大きく，腐敗果

の発生も減少するので安定した栽培が期待でき

るものと考えられる○また，遅注きによって育

苗の簡易化も可能となるわけである○

　は種期をかえて支立て様式を検討したが・こ

のことについては仮支柱，土寄せ，畦の両側に
針金靴は竹巌嫡易様式の効果が報ピ）窒

れているo本試験でも早まきとして茎葉の生育

が旺盛な場合は，株の両側に竹を渡す処理の効

果が期待できる結果が示されたoしかしながら

は種期を遅らせることで茎葉の繁茂が少なくな
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り，前記の支線処理を行なう必要がないと思わ

れるので，は種期とは関係なく効果のあったあ

げ畦が実用的な方法と考えられるo

　無支柱トマト栽培のは種期は，従来の支柱栽

培と同時期に行なぢてきたは種期よりも遅らせ

て，茎葉の過繁茂を回避し，腐敗果数が減少で

きる3月下旬～4月上旬が適期と推定されるo

V　摘　要

　加工用無支柱トマト栽培のは種期が生育と結

実，収量におよぼす影響を明らかにしては種適

期を知るため，1966年と1967年に試験を行

ない次の結果を得た0

1．は種期による生育は，は種の早まるほど旺

盛で茎葉の繁茂程度も著しかづた0

2．収量は早まきほどや＼増収したが，4月

25日は種以外は，は種期間の収量差が少なか

つた0

3．腐敗果の発生は早まきほど多く，腐敗果率

も高かったo

4・主枝・側枝別の生育は早注きで多かつたo

着果は主枝と第1花房下部発生第1側枝に多か

ったが，この部位の着果依存度は早注きより遅

妥きで高く，上部発生側枝の生育と結実は早ま

きで多か’った0

5．支立て様式の支線処理の効果は早委きで高

く・遅委きで少なかつたが，は種期に関係なく

あげ畦が効果的であつた0

6．当地域のは種適期は3月下旬～4月上旬と

考えられたo
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加工用無支柱トマトの栽培適応性について（第2報）

　　　　　は　種　期　と　の　関　係
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1前射

力口工用無支柱トマト栽培の生産安定

を図るには茎葉の過繁茂を抑えることが重要で

あり，そのためには窒素施用量を支柱栽培より

も著しく減量すべきヂあることを報告したoし

かし，施肥量の調節のみでは茎葉の過繁茂を回

避することがヂきないので，支柱栽培と同時期

に行なっ，てきたは種期を遅らせて栄養生長を抑

制することが，過繁茂対策として期待されるも

のと考えられたo

　無支柱トマト栽培のは種期については梅雨時

のエキ病対策i）育苗の簡易化窺から早越の

必要はないとされてきたが，高温・多雨の栽培

条件下における茎葉の過繁茂対策を目的とした

は種期については報告が少ないの肇，は種期が

生育と結実・収量におよぼす影響を検討するた

めに本試験を行なつたoその結果，本県におけ

るは種適期が明らかになづたので報告する○

　本試験の実施に際し，御指導と校閲を願9った

加藤昭佐野分場長，遠藤喜重園芸部長，ならび

に協力を得た大橋敢技師補に感謝の意を表するo

H試験方法

　供試品種としてH1370を用い，は種期が生

育と収量におよぼす影響を1966年に，は種期

による主枝・側枝別生育と結実ならぴに支立て

様式との関係を1967年に検討したo

　支立て様式としては標準区に対し，支線区

（株から300π・高’さ300形に竹を渡す）・あ

げ畦区（畦の高さ約200形），あげ畦＋支線区

を設け，支線は定植後約40日に行なちたo

　は種期および栽培の耕種，規模は別表のとお

りであり，直注きの4月25日は種はポリマル

チをしてからウイルス防除と幼苗期の生育保護

を目的に，寒冷紗を6月中旬までトンネル状に

被覆したo

　生育調査は1区あたり10株を供試して6月

1日から7月15日まで15日間隔に草丈・株

の開張度および最大側枝長を調査して生育量と

したo収量は1966年が9月19日まで，

1967年が8月30日まで3日間隔に1区あた

りの収穫果数・果重および腐敗果数を調査したo

主枝，側棚1』の茎長，着果数，落花（果）数は

3月10日と4月5日は種の5株につき3月

10日は種では7月12〜13目，4月5目は種で

は7月21〜22日の収穫開始直後に調査したo

　側枝の部位別呼称を主枝第1花房直下の発生

側枝を第1花房下部発生第1側枝，以下2，3，

4・…・・側枝とし，主枝第1花房直上の発生側枝
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